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A11a HETE-2の現状 (IV) 初期成果
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HETE-2はガンマ線バースト (GRB)の探査を目的とし、日米仏の共同で製作された小型衛星である。2000年 10
月に打ち上げられ、その後測定器の軌道上における較正が進み、2001年 6月からはGRB位置速報態勢に入った。
7月 4日現在、バーストトリガーが 42回かかり、そのうち GRBと考えられるものは 9 回であった。その他、
様々な理由でトリガーがかからなかった GRBも 9 回観測している。5月からは銀河面が視野に入り、X線バー
スト (XRB)が頻繁に観測されるようになった。トリガーがかからなかったものも含め、既知の XRB に位置が
同定されたバーストは 45回である。6月に入ってからは軟ガンマ線リピーター SGR1806−20と SGR1900+14が
活発に活動していることも観測され始め、これまでそれぞれ 2回と 4回のバーストをとらえている。7月 2日に
は、SGR1900+14の最近の活動では最大のバーストをとらえた。ピークは継続時間 10msで、そのフラックスは
7×10−6 erg/cm2/s、バースト全体の継続時間は約 4秒、積分フラックスは約 8×10−6 erg/cm2であった。
これまでHETE-2が観測したGRBの中には、ガンマ線領域にフラックスがほとんどなく、X線領域のみにフ
ラックスが見られるイベントが数例見つかっている。これらは銀河面から離れていることから通常の XRBとは
違うと考えられているが、その正体や GRB との関連は不明である。BeppoSAX や BATSE による観測でも 9例
の同様なイベントが報告されているが、追観測は一切おこなわれていない。HETE-2 はこのようなイベントに対
しても位置速報をおこなっていくので、その正体解明にむけ、今後の追観測が待たれるところである。


